
 

地震をはじめとする災害はいつどこで起きるのか？科学技術が進歩した昨今においても解明がで

きずにいます。そうした漠然とした不安がある中、日常生活を守るためには日頃からの「備え」が

重要です。内閣府が実施した防災に関する世論調査では、家庭内の防災用品備蓄率は家族構成や地

域差はあるものの未だ 50％程度と低い割合です。また、賞味・消費期限があるものは、開けた時に

は期限切れということはよくある話です。 

 ここ草内小学校地域においても３年前に「草内小学校・避難行動・避難所運営マニュアル」が作

成され、各家庭に配布されています。 

 特に草内小学校地域は木津川の傍にあるということから、本当にいつ木津川があふれて災害が起

こるかわかりません。 

 常日頃から、いつやってくるかわからない災害から尊い命と財産を守るためにも地域ぐるみでし

っかりと心と体の準備をしておきたいものです。 

 今回の講演はそのような観点から、防災士であり、全国で防災に関する授業、製品開発、流通な

ど幅広く活動をされている専門家からお話を聞きます。たくさんの防災備蓄グッズ等も紹介してい

ただきます。 

 ご近所お誘いの上、多数のご来場をお待ちしています。 

日時 令和４年 １１月２６日（土） 

   午前 11 時 15 分～12 時 30 分頃 

会場 草内小学校 体育館 

問い合わせ 草内小学校 (TEL 0774-62-0054) 

草内小学校教育振興会 

草内小学校 PTA 

青少年問題連絡協議会草内地域委員会 

 


